古典の中の人とからだ(6) : 『申命記』の中から by 平沢 弥一郎 et al.
古典の中の人とからだ(6) : 『申命記』の中から







































































































































































































































































































































































































頭 ，　　　．r魏「 （r6’sh） 6
28：2328：35 32　：42　　　　33　：16　　　　33　：1633：20
髪 ○　　　，ｭ高「 （rδsh） 2
14：1 21：12










3：21 4：3 4　：　9　　　　　6＝　8　　　　　7：＝L910：21 Il：12 20
11：1816：19 19：21　　　　19：21　　　　21：　728：2828：34
28：6528：6729：　4　　　　32：10　　　　34　：　434：7
目の前 1掛 ぐayi益）， 自！⊇や　（璽enayim），du．
1：30 4：34 6　：22　　　　　9：17　　　　　9：1825：3 25：9 11
28：3128：3131：7　　32：52







































1：25 1　：27　　　　　2　：15　　　　　2　：242：30 3：2 3：3
3：24 4：28　　　　　4：34　　　　　5：156：8 6：21 7：8
7：8 7：19　　　　　7：24　　　　　8：179：26 10：3 11：2
11：18 12　：18　　　　13　：　9　　　　13　：　913：1714：2514：29










右の手 1『冷、　　7 （y言m宝n） 1
33：2
」
◎両手 口、「、、3『轡，　．　一マ　　。・　＝ ＋【名】　m卵 2
9：15 9：17
から手 02、コ （reqam） 2
15：1316：16
手探り 電　　　oｰびわ　輌　マ （mashash），pie1 2
28：2928：29
●腕 訓「τ騨　　　　3 （zeroaり
4：34 5：15　　　　　7：＝L9　　　　　9：2911：2 26：8 33：20 8
33：27


















8：4 11：10　　　　19：219：2125：9 28：5729： 5 10
32：15 32　：35　　　　33：24
足の裏 ラ三『r囎　，　　　　撃 （kaph－rege1） 5
2：5 11　：24　　　　28　：3528：5628：65







1：4 2：33 3：3 4：42 5：17 9：28 13：5
13：9 13：9 13：1013：1517：5 17：6 17：6
17：6 17：7 17：1218：2019：3 19：4 19：4 47
19：6 19：6 19：6 19：1119：1220：1321：1
21：1 21：2 21：3 21：6 21：2121：2222：21
22：2222：2422：2522：2624：7 24：1624：16
24：1627：2427：2532：3932：42
死ぬ ハ、ゆ　％●▼ （maweth），＋【名】 1亭（ben）
2：14 2：15 2：16 4：22 5：25 5：25 10：6
14：1 19：5 20：5 20：6 20：724：3 25：5 25
25：525：6 31：王4 31：2731：2932：5032：50




死人 ハ粕 （m養th），part． 2
18：11 26：14
死体 汽サコユ　？　．・　； （nebe12h） 2
21：2328：26
生きる 浄〔　7？ （chayah）
4：9 4：10 4：33 5：3 5：24 5：26 5：26
5：33 6：2 8：1 8：3 8：3 11：9 12：19 22
16：2020ほ6 30：1630：1931：2732：3932：40
33：6




4：26　　4：404：42　　5●．16 5：33 6： 2 6：24
19：4　　19：519：21　　19．●21 24：6 25：15 28：66 23




























































































































































人を造 ロ「8　（’a（玉am），＋　7T 【名】　博 （be－m）， ’導 1?
4：32
つばき P鴇　（yaraq） 1
25：9
vH．考察
　（1）身体各部位に関する用語の中で，「手」㍗が最も多く使われている（63回）。聖
書は手の動作をもって種々の表象としている。「わたしは天にむかい手をあげて誓う」
（32．40）は，神に対する盟約であり，「そしてその殺された者のある所に最も近い町の長老
たちは皆，彼らが谷でくびを折った雌牛の上で手を洗い」（21．6）は，手を洗うことは潔
白の表明であった。また，「まことに主の手が彼らを攻め，宿営のうちから滅ぼし去られ
たので，彼らはついに死に絶えた．」（2．15）における「神の手」は，神を擬人化し，その
力，行為，恩恵，懲罰などについて引用される。次に，多く使われている用語は「目」
1Ψである。前述のように，モーセはイスラエルの「人びと」に，「目」の前で行われた
神の業を，忘れてはならないと警告しているように，「目」とは神の業を見るためにある。
また，神の「手」と，イスラエルの「人」の「目」のことの関わりを，最もよく表してい
るのが，「あなたが目で見た大いなる試みと，しるしと，不思議と，強い手と，伸ばした
腕とを覚えなさい．」（7．1g）であろう。
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　（2）生命に関する用語の中で，「殺す」　nanが最も多く使われている。旧約聖書の中
で，「殺す」という原語が，名詞と動詞その他を含めて33種類使われており，その総計は
およそ500回におよぶ。新約聖書の中では，10種類で，総計はおよそ100回である。「十
戒」の第一は，「あなたの父と母を敬え」である。その第二が「あなたは殺してはならな
い」である（出エジプト記20．12，13）。「殺す」については，ヘブル社会の犯罪と刑罰の
問題に触れなければならない。しかし，ここで本書における用語の使用回数の多い「殺
す」や「死ぬ」について考察するためには，ヘブライの「人びと」が「命」　噂1　（24
回）や，「生きる」　飛騨　（22回）ことについて，彼らの持っていた価値観に触れなけれ
ぼならない。旧約聖書においては，「命」は，生ける神という概念と結び付いている。
　イスラエルの神は，生きて歴史の中に働く神である（ヨシュア記3．11）。異教の神々は，
決してこれと同じ意味で生ける神ではない（申命記32．3g，40）。ヤハウェは死んで蘇る露草i
教の神とは異なって，常に生ける神である。神が生物から息を引き取ると，それは死んで
塵にかえる（詩篇104．2g）。「死」とは，生けるヤハウェの神から絶縁の状態である（詩篇
88．4－5）。それは陰のような領域である。イスラエルはそれゆえ，「死」を美化しなかった。
「死」は，生ける神との関わりを中心とするイスラエルにとっては，少しも積極的な意味
を持たない。彼らは，「わたしは命と死および祝福と呪いをあなたの前に置いた。あなた
は命を選ばなければならない1（申命記30．1g）という神の命令の前に立つ民である。
　（3＞身体の状態に関する用語の中で，病気に関する用語が多く使われている。聖書は神
からの離反が病気の原因だと説くが，これによって病気のすべてを説明することは出来な
い。しかし，罪によって神から疎外された人間が，心の平静を欠き，病気に罹るというこ
とは十分理解出来る。では，イスラエルの「人びと」が，「からだ」や医療に対して，ど
のような考え方や知識をもっていたのであろうか。
　ヘブル民族の医学原理は，非常に進歩していたもので，魔法を全然許容していない。し
かも病気を実験的見地から考察し，神と患者との間の人格的，霊的相関関係から観察しよ
うとした．レビ人の医学部門の人びとの社会・公衆衛生的専門知識は，高度のものであっ
て，細菌学の発達していなかった当時において，これ以上「らい病」の医学的知見を求め
ることが出来ない程に，発達していた。ヘブル人は，宇宙の創造者がそれ自身最高の医者
であると認識していた。「わたしは主であって，あなたを癒すものである」（出エジプト記
15．26）とある。現代の医学では，神の与えた回復力を，単に利用するだけであって，回
復力を与えた神を究極的な「治療者」とすることは，永遠の真理であると言える。申情好
の中に出てくる，イスラエルの一切の「身体の状態」も，神との関係において，すべて受
けとったことであろう。
　（4）その他の用語の中で，最も多く使われているのが「身」　「鱒　（26回），次いで
「血」頃（12回）である。これらの用語が使われている頻度の傾向は，民勲記と全く同
じである。「わたしは四十年の間，あなたがたを導いて荒野を通らせたが，あなたがたの
身につけた着物は古びず，足のくつは古びなかった」（29．5）や，「もし，彼らに知恵があ
れば，これをさとり，その身の終りをわきまえたであろうに」（32．2g）を見ると，前者は
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「からだ」そのものを，また後者では「命」を意味しているように思われる。さらに「血」
については，「血」を流すというのがそのほとんどであるが，「血」を飲ませるという特別
の記事もある（32．、，）。旧約聖書の中では，主命記に「血」に関する特別の記事がある。
「あなたの神，主が賜わる恵みにしたがって，すべて心に好む獣を，どの町ででも殺して，
その肉を食べることができる。すなわち，かもしかや雄じかの肉と同様にそれを，汚れた
人も，清い人も，食べることができる．ただし，その血は食べてはならない。水のように
それを血に注がなければならない」（12．、5一、6）とある．これは，特に人間の流血が厳禁さ
れているのも，「神が自分のかたちに人を造られたゆえに」（創世記9．6）である。
VHI．結語
　申命記の中から，「人とからだ」に関する用語を逐一拾いあげたところ，総計400回使
用されていることが明らかになった。これを次のように分類して，それぞれの使用頻度数
を集計した。
　（1）身体各部位に関する用語は161回であった。その中で最も多い用語は「手」　℃で
63回，次いで「目」了1￥が20回であった。
　（2）生命に関する用語は128回であった．その中で最も多い用語は「殺す」　ハ鵜で
47回，次いで「死ぬ」　ハ導が25回であった。
　（3）身体の状態に関する用語は64回であった。その中で最も多い用語は「産む」rr？；
で9回，次いで「生む」　、博が8回であった。
　（4）その他の用語は47回であった．その中で最も多い用語は，「身」　「鱒で26回，
次いで「血」oミが12回であった。
　そこで，申命記の中の，「人とからだ」に関して使用されている400回の用語が，どの
箇所（章・節）において，またどのような原語と内容が使用されているかを検討したとこ
ろ，次の知見がえられた。
　（1）これらの用語は，ヤハウェがすべてのイスラエルの人びとに対して，「全身全霊を
もって，絶対服従せよ」という戒めの中に，終始一貫して用いられている。
　（2）申命記には，「からだ」の部分の名称や状態を表す用語は多く用いられているが，
ギリシャや近世の「からだ」にあたる用語が用いられていないことが明らかになった。
IX．あとがき
　イスラエルの人びとは，ヤハウェ神に選ばれた聖なる民として誇りをもっていた。とこ
ろが，いつの間にか誘惑の悪鬼の虜となって，滅びの道へと堕落して行った．その原因は
ただ一つであった。「人」は神のかたちとして造られたことの忘却である．かれらは工人
の手の作である刻んだ像，また鋳た像を拝むことになる（27．、5）．それは，ヤハウェが最
も憎まれることであった。そこで，モーセはイスラエルのすべての「人」を召し寄せて，
戒めの叫びを上げた。これが熱意記である。
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　「あなたはじぶんのために刻んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの，下は地に
あるもの，また地の下の水の下の中にあるものの，どのような形をも造ってはならない。
また，それを拝んではならない。また仕えてはならない。あなたの神，主であるわたし
は，妬む神であるから」（5．s．9）とある。ヤハウェの戒めば痛烈である。「主はあなたのひ
ざと，はぎとに悪い，いやし得ない腫物を生じさせて，足の裏から頭の頂にまでおよぼさ
れるであろう」（28．35）とある。「人」の堕落は，ヤハウェ以外のものを拝むことから始ま
る。これは5000年の人類の歴史が証明する。
　イエスは，神を忘れ，偶像を拝むパリサイ人とサドカイ人に向かって「この悪い，神を
忘れた時代の人は，徴をほしがる」（マタイ16．4）と戒めた。また，・イエスは「この時代
の人はなぜ徴を求めるのであろう」（マルコ8．12）と嘆いている。この発言から2000年た
った今日もなお，現代人は躍起になって「徴」ぽかりを追い求めているのはなぜであろう
か。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　本文中のヘブライ語の字母は平沢所有のものを使用．
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